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【 予報のポイント 】
前線や湿った空気の影響で、向こう 1 か月の降水量は平年並か多く、向こう１か
月の日照時間は平年並か少ないでしょう。

【 確 率（％）】

要素 予報対象地域 低い 平年並 高い
（少ない） （多い）

気温 九州南部 30 40 30

降水量 九州南部 20 40 40

日照時間 九州南部 40 40 20

【 予想される向こう１か月の天候 】
向こう１か月の出現の可能性が最も大きい天候と、特徴のある気温、降水量等の

確率は以下のとおりです。
平年に比べ曇りや雨の日が多いでしょう。
降水量は、平年並または多い確率ともに４０％です。日照時間は、平年並または

少ない確率ともに４０％です。
週別の気温は、１週目は、平年並の確率５０％です。２週目は、平年並の確率５

０％です。
<1 週目の予報> ６月２９日（土）～ ７月５日（金）
前線や湿った空気の影響で雨の降る日が多いでしょう。
※明日から1週間の、日別の天気や気温などは、
週間天気予報（http://www.jma.go.jp/jp/week/）を参照してください。
<2 週目の予報> ７月６日（土）～ ７月１２日（金）
平年と同様に曇りや雨の日が多いでしょう。
<3 週目から 4 週目の予報> ７月１３日（土）～ ７月２６日（金）
湿った空気の影響を受けやすく、平年に比べ晴れの日が少ないでしょう。

http://www.jma.go.jp/jp/week/
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普通作物

◆早期水稲

１ 水管理と防除

台風が接近する際には、倒伏を軽減するため深水とします。台風通過後も吹返しの高温乾
燥風で収量・品質に影響が出ることがあるため、風がやむまで十分な湛水状態を保ちます。
収穫前の落水が早いと収量や品質が低下する恐れがあるため、落水は収穫５日前とします。
早期水稲ではカメムシ被害が品質低下の大きな原因となっています。今年も発生が多く、

注意報が出ているため、２回防除を徹底し、発生が多い場合は追加で防除します。
カメムシやいもち病を防除する場合は、収穫予定日と農薬の使用期限に注意します。

２ 収穫と乾燥調製

米の食味や品質には、適期収穫と適正な乾燥調整が大きく影響します。収穫適期は全籾の
８割が黄化した時期です。早刈りでは青未熟粒が、刈り遅れでは胴割粒が発生しやすくなり
ます。収穫後は速やかに乾燥作業へ移し、乾燥は４０℃以下で行います。毎年、過乾燥の玄
米が増加傾向にあるため、適正水分の１４．６～１５％に仕上げます。

◆普通期水稲

１ 水管理

中干しは茎数が２０本程の頃とし、田面に足跡が軽く付く程度とします。中干し後は、走
水を１～２回行い、その後は間断かん水で管理します。

２ 病害虫防除と追肥

葉いもちやウンカ類が発生しやすいため、予察情報に注意し、ほ場をよく観察します。
穂肥は「ヒノヒカリ」では幼穂長が１㎝の頃が適期で、葉色により施肥量を決めます。窒

素の追肥量が多いと食味の低下や倒伏につながりますが、少なくても出穂後の高温で白未熟
粒が発生しやすくなるため、適正な施肥量に注意します。

◆大豆

１ ほ場準備と播種

苦土石灰で酸度矯正を行い、元肥量は前作を考慮して行います。発芽が揃うよう耕耘は丁
寧に行い、ほ場周囲には排水溝を設置します。播種は発芽安定と鳥害軽減のため、薬剤を粉
衣し、条間６０～７０㎝、株間１０～２０㎝位で行い、覆土は２～３㎝にします。播種が７
月下旬以降になる場合は密植にします。

（荒砂 英人）
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施設野菜

中山間地域の露地きゅうり、雨よけトマト、ピーマンなどでは本格的な収穫時期となりま
す。
雨よけ栽培では梅雨明け後の高温対策が重要です。ハウスは日中できる限り開放して換気

に努めるとともに、寒冷紗などを利用して２割程度の遮光を行い、ハウス内の気温低下や果
実・葉の温度が上がらないように管理します。
特に、曇雨天後の晴天日は萎れやすくなるため、早朝からのかん水や、翌日が確実に晴れ

の場合は、前日の夕方のかん水も効果的です。
なお、薬剤散布は高温時に行うと葉焼け等の障害が発生しやすいため、日中高温になる時

間帯を避けて、午前中の早い時間帯か午後温度が低下する時間帯に行います。

◆いちごの育苗管理

年内の収量を確保するため、７月中旬までには採苗を終え、良質苗の生産に努めましょう。
採苗後のかん水について、晴天時は早朝に充分行いますが、乾燥する場合は午後にも夜間に
過湿にならない程度にかん水します。
幼苗時期の施肥量は多すぎないように注意し、施肥は鉢底から根が確認できる時期に行い

ます。
病害虫防除について、炭そ病は定期的な薬剤散布を行い、発病が疑われる場合は、周辺の

株も含めて直ちに処分してください。ハダニについても発生を確認した場合は、直ちに防除
を行うなど徹底した管理を行います。また、うどんこ病予防のために育苗床での徹底防除が
重要ですが、肥料であるケイ酸カリを１株あたり２～３ｇの施用することも、本圃での発病
を抑制する効果があります。

（黒木正晶）

葉茎菜類及びいも類

◆かんしょ

地際の茎や芋の腐敗を引き起こす基腐病や乾腐病や、立ち枯れ症状を起こすつる割病が確
認されています。各種病害とも排水不良のほ場で拡大する恐れがあるため、排水路の整備・
点検を細やかに行いましょう。また、発病したつるや芋は速やかに抜き取って堆肥舎で腐熟
させるなど、ほ場や周辺に残さないようにしましょう。さらに、次作への影響を抑えるため、
種芋を採取するほ場で、他のほ場で使用した農機具や長靴を使用する場合は、必ず洗浄して
から使用してください。
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◆さといも

さといもの疫病を発生させないため、新しい葉の展開に併せ、定期的な予防を続けましょ
う。梅雨明け後は、さといもの葉面積が日増しに大きくなり、蒸散量も増加するため、早め
のかん水を心がけましょう。３月植えの石川早生は下旬から収穫期となります。試し堀りを
行い、肥大状況を確認してから収穫を始めてください。また、収穫が遅れると「水晶芋」が
発生し、品質低下につながるため、収穫は計画的に進め、８月中旬には終了しましょう。中
生種は７月上旬から子芋の肥大、孫芋の着生時期となります。中生種は乾燥による芽つぶれ
症状が出やすいため、適宜かん水を行い、品質向上に努めて下さい。

◆しょうが

今月上旬が１回目の追肥適期です。１０ａ当たり窒素成分で３～５㎏を施用し、追肥効果
を高めるために、土寄せも行ってください。また、梅雨明け後は急激な気温の上昇と乾燥が
予想されるため、早めのかん水を行います。なお、畝間かん水をする場合は、滞水しないよ
う注意しましょう。

◆秋冬野菜の土づくり

秋から冬にかけて栽培する野菜の収量・品質を高めるためには、夏場のほ場管理が重要で
す。今月は土壌ｐＨの矯正や深耕、堆肥等の有機物の投入、緑肥栽培による土づくりを行い
ましょう。

（杉村 幸代）

果 樹

１ 常緑果樹

◆かんきつ全般

雨が多くなり、黒点病の防除が特に重要になってきます。薬剤散布から３００㎜の降雨が
あると薬剤の効果がなくなるため、２５０㎜程度の降雨があった場合は、次の薬剤散布を行
いましょう。

◆温州みかん

７月中旬から収穫前までが仕上げ摘果の時期です。極早生温州では、７月１０日の果実横
径は、３８～４８㎜が理想です。特に結果量が多く、肥大の悪い樹については、早めに仕上
げ摘果を開始しましょう。
結果部位によっても摘果時期が異なります。樹冠下部は早めに、樹冠上部は遅めに摘果す

ることで、適正な肥大を確保しましょう。樹冠上部の天なり果を摘果すると、夏枝が発生す
るため、収穫時に除去しましょう。
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◆完熟きんかん

開花期のアザミウマ類や灰色カビ病の発生は、果実品質を大きく低下させます。開花期の
防除を実施するとともに、枝をゆすって、花びらを落としましょう。
満開期にビニル被覆を行った園地では、高温による結果不良が出始めるため、早めに除去

しましょう。

◆マンゴー

曇雨天日が多くなり、炭そ病や軸腐れ病の発生が多くなります。こまめな収穫や、殺菌剤
の散布を徹底しましょう。また、梅雨が明けると強い日射による日焼けが発生する場合があ
ります。日焼け対策の遮光ネットをこまめに開閉しましょう。
収穫終了後は、剪定作業に入ります。７月下旬以降の剪定は、新梢の充実が不足し、花芽

形成が不安定になるため、早めに行うように心がけましょう。樹齢の進行とともに、収量や
果実品質が低下している園では、改植を検討しましょう。既に剪定が終了し、新梢が発生し
ている早期作型園では、葉面散布や発根促進剤の利用、新梢の整理によって、新梢の充実促
進を図りましょう。

（鈴木 美里）

花 き

◆キク共通

梅雨明け後は、曇雨天から一転して日差しの強い日が続くため、葉焼け等が発生しやすく
なります。本ぽでは遮光や換気を行って葉温の低下を図るとともに、蒸散量の増加に見合う
ように適宜かん水を行いましょう。
また、病害虫の本ぽへの持ち込みを防ぐために、親株ほ場における防除を徹底しましょう。

◆夏秋ギク

「精の一世」の８月出荷作型では、花芽分化・発達を促すために、消灯後から１１時間日
長でシェードを実施してください。また、高温により草丈の伸長不良、開花遅延や奇形花が
発生しやすくなることから、日中は十分な換気を行いましょう。
「フローラル優香」では、消灯後から１２時間日長で２週間程度のシェードを実施してく

ださい。また、高温や消灯遅れ、多肥は貫生花の発生を助長することから、適正管理に努め
ましょう。

◆秋ギク電照

低温開花性系統である「神馬６６―４」「神馬２号」は、高温に遭遇すると腋芽が出にくく
なる傾向にあり、場合によっては穂が不足する恐れがあります。親株床はできるだけ涼しく
し、親株の株数も余裕を持たせるようにしましょう。
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◆洋花類共通

秋に定植するほ場については、土壌診断を必ず実施し、分析・診断結果に基づいた適正施
肥に努めましょう。
また、土壌消毒を必ず実施し、連作障害の回避に努めてください。なお、土壌消毒の開始

時期が遅くなると、十分な消毒効果を得られない恐れがあるため、早めに準備を行いましょ
う。

◆ホオズキ

８月出荷分は、上旬から段階的に摘心及び着色のためのホルモン処理を実施します。なお、
各種病害虫の防除はホルモン剤散布の５日前までに行ってください。
ホルモン剤散布後の高温は、着色不良の原因になります。散布はできるだけ涼しい早朝に

実施し、散布後数日は必ず寒冷紗により遮光しましょう。

◆キイチゴ

キイチゴは過度な収穫により、樹勢が急激に低下して枯死する恐れがあります。樹勢維持
のために数本残すように管理を行います。

（藤原 明紀）

畜 産

◆家畜防疫対策

豚では、６月末現在で、岐阜県、愛知県を主体とした５府県において、豚コレラの発生が
２６例発生し、野生イノシシにおいても、６０６例の豚コレラ陽性事例が確認され、これら
の地域での感染が終息していません。また、アフリカ豚コレラは、中国の周辺諸国に感染が
拡大しており、中国の旅客の携帯品からはウイルス陽性事例が確認されるなど、国内への侵
入リスクが高まっています。これらの法定伝染病から農場を守るため、豚舎内外の消毒はも
とより、人・車両・物資の消毒と野生動物の侵入防止対策を徹底し、農場にウイルスを侵入
させないように飼養衛生管理基準に基づく侵入防止対策の徹底を図りましょう。

◆家畜

本格的な夏を迎え、家畜や家禽の生産性が低下する時期に入ります。畜舎への風の通りを
良くするとともに、換気扇や細霧装置を動かし、夏期対策を十分に行いましょう。

有効な暑熱対策として、寒冷紗の設置や、屋根への散水、屋根への石灰もしくは白ペンキ
の塗布などが挙げられます。
また、夏場は全ての家畜で、他の季節より多くの水が必要となります。常に新鮮な水が飲
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めるようにしてください。
さらに、飼料が腐敗しやすい時期になります。色や臭いが悪い飼料や、熱をもった飼料は、

絶対に給与しないください。
（三角 久志）

工芸作物

◆茶

１ 三番茶の摘採

二番茶の摘採から３５日程で三番茶の摘採期となります。この時期は、新葉の硬化が早い
ため摘み遅れに注意します。荒茶の価格と経費を考慮し、計画的で無理のない摘採に努めま
す。

２ 病害虫の防除

害虫では、新芽生育期に発生が多いチャノキイロアザミウマ・チャノミドリヒメヨコバイ
とハマキムシ類です。摘採後は、速やかに輪斑病等の防除を実施します。
また、県内の茶園でもチャトゲコナジラミの発生が拡大しています。この害虫は、茶の新

芽生育期に成虫となり茶園を飛び回るため、茶園や製茶工場の生葉置き場を観察します。な
お、本虫に対する問い合わせ等は、最寄りの農業改良普及センター等関係機関へ連絡をお願
いします。

３ 更新茶園の整枝

一番茶後に中切りした茶園は、７月上旬と８月上旬に２回の整枝を行います。また、二番
茶後に中切りや深刈りした茶園は、８月上旬までに１回整枝を行います。整枝は、いずれも
中切りや深刈りの位置から３～５節上げた位置で実施します。特に、中切り実施茶園の整枝
は天候に注意し、２回に分けて行う等日焼け防止に注意します。

４ 幼木園の管理

定植当年の露地苗は根域が浅いため、梅雨明け後の干害に注意します。また、ペーパーポ
ット苗でも、植え込みが浅くポット上部が地表から出ている場合は、ポット内の土壌が乾燥
し苗が枯死することがあります。いずれも、土寄せや敷きワラ等を行い土壌の乾燥を防ぎま
す。
１～２年生の幼木園は、台風に備え７月中～下旬に徒長枝の摘心やせん枝を行います。ま

た、ソルゴーの間作は防風効果が高く、台風対策に有効です。播種は、必ず７月上旬までに
行います。

（黒木 清人）
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◆しいたけ

伏込み地の湿度管理と高温対策を徹底し、健全なほだ木づくりに努めましょう。

１ 裸地伏せの場合

笠木を厚さ３０㎝程度に補充し、直射日光による高温障害に注意するとともに、周囲の刈
払いを実施し、風通しを良くしましょう。

２ 林内伏せの場合

直射日光が当たる箇所には、笠木の補充や遮光ネットを設置しましょう。特に湿気が多い
場合は、ほだ木の積み替えや天地返しを行うとともに、周囲の草刈りを実施し、風通しを良
くしましょう。

３ 人工ほだ場の場合

特に高温・乾燥の害を受けやすいため、遮光ネットによる日陰の調整や、散水などによる
温度と湿度の管理を徹底しましょう。

（古澤 英生）

◆たばこ

今月は、総かぎ収穫が主な作業となります。
１ 総かぎは、未熟葉の収穫を避けるため、上位本葉の成熟を確認して開始しましょう。
成熟の目安としては葉色だけではなく、葉や中骨が左記の状態になっているか確認して
下さい。
・葉の表面が凹凸になり葉先が枯れる。
・葉全体が下方に巻き葉柄部が下った時（肩を落す）。
・上位葉（４枚目）の中骨が白化して中骨の表面が平らとなり中心にミゾができ、ポキッ
と明音がして折れやすくなる。

総かぎ時の注意点として
・着位区分は徹底しましょう。
・過熟の、流れそうな合葉の拾い取りを確実に行い、収量確保に努めましょう
・上葉は標準的な心止めをした作は、４枚程度を目安に区分収穫し、包内品位を高めまし
ょう。

・立枯葉は活力のあるうちにグジリ取りを行いましょう。乾燥は、当日吊込みが良いです。
２ 残幹は土壌中の病原菌密度の増加につながるため、収穫終了後、早期に除去し、ほ地
外へ持ち出して、耕種的防除に努めましょう。

３ 異物・異臭・虫害発生防止のため、作業場の定期的な確認と清掃を行いましょう。
また、早期販売がなくなったため、出荷包の水分管理により一層注意しましょう。

（宮崎県たばこ耕作組合）
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内容の詳細について

７月の天候と農作業の詳細内容について。執筆は県農業経営支援課及び森林経営課、宮
崎県たばこ耕作組合が担当しています。各作物の病害虫の防除対策、気象災害の事前事後対
策等の詳細は最寄りの支庁・農林振興局（農業改良普及センター）へ。

☆「今月の天候と農作業」はホームページにも掲載しています。
（http://nougyoukishou.pref.miyazaki.lg.jp)
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向こう１カ月間における農作物の主な病害虫の発生量と防除対策

作 物 名 病 害 虫 名 発生量 発 生 状 況 と 防 除 対 策

穂いもち やや少 葉いもちが発生している場合は、穂ばらみ期から穂揃期の防除を確実に
紋枯病 並 行います。

早期水稲 カメムシの発生が、平年よりやや多い状況です。カメムシによる被害
セジロウンカ やや少 は、早期米の等級格下げの重要な要因ですので発生に注意し確実に防除し
ヒメトビウンカ やや少 ます。穂揃期とその7～10日後の2回防除を徹底します。防除後も残存虫が

※※ 斑点米ｶﾒﾑｼ類 やや多 確認される場合は、さらに3回目の追加防除を行います。

葉いもち 並 本田での初発生に注意し、早期防除に努めます。移植時に箱施薬をして
いない水田では、防除が手遅れにならないように注意します。
海外飛来性害虫（セジロウンカ、トビイロウンカ、コブノメイガ）の今

ツマグロヨコバイ 多 年の飛来数は例年より早い状況です。飛来状況については、当センターの
セジロウンカ 多 ホームページ等で随時提供していますので、確認ください｡

普通期水稲 ヒメトビウンカ 並 ニカメイガは、近年飼料イネにおいて被害が広範囲で確認されていま
コブノメイガ － す。７月上中旬頃の発蛾最盛期に粒剤を施用するのが効果的です。
ニカメイガ － スクミリンゴガイの生息数が多い場合は、粒剤の水面施薬か捕殺を行い
スクミリンゴガイ やや多 ます。

野菜・ アブラムシ類 並 アブラムシ類は、各種のウイルス病を媒介しますので育苗期から防除し
工芸作物 ます。育苗施設は野外からの飛び込みを防ぐために、防虫ネット等で被覆

ハスモンヨトウ 多 すると効果的です。
タバコガ・オオ やや多 ハスモンヨトウは、ふ化直後に集団で加害し、分散してからでは薬剤が
タバコガ 効きにくいので、この時期の発見に努め、若齢幼虫期に防除を行います。

ウリ類 黄化えそ病 － 媒介虫であるミナミキイロアザミウマの生息密度を抑制するため、定期
（ＭＹＳＶ） 的に防除するとともに、ほ場周辺の除草に努めます。

サトイモ 疫病 － 圃場の見回りを行い、発生を認めたら直ちに、薬剤が下葉に達するよう
に十分量を散布しましょう。

サツマイモ つる割病、基腐 － 各種病害とも排水不良のほ場で多発しますので、各ほ場外への排水を促
病、乾腐病、茎 すため、排水用の溝を必ず設置しましょう。
根腐細菌病 発病株（つるや塊根）は速やかに抜き取り、ほ場や周辺に残さないよう

にしましょう。

果樹全般 果樹カメムシ類 並 予察灯へのツヤアオカメムシの誘殺数は平年並の状況です。
成熟の早いナシ・ブドウ等の果樹類を集中して加害する恐れがあります

ので、園内外を見回り、早期発見・早期防除に努めます。

カンキツ 黒点病 並 黒点病は、降水量が多いほど発生が多くなるので、前回の防除から積算
(露地栽培) 降水量250mmを散布間隔の目安として薬剤散布を行います。

かいよう病 並 かいよう病の発病した枝葉は伝染源となるので、できるだけ除去し、園
外に持ち出し適切に処理してください。

ミカンハダニ 並 ミカンハダニは梅雨明け後の高温乾燥が、増殖に好適な条件となります
ので、発生初期段階（寄生葉率30％、1葉当たり雌成虫数0.5～1頭）での

ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 並 防除を行います。

炭疽病 やや少 二番茶残葉に炭疽病の発生がみられる茶園では、三番茶でも多発する恐
れがあるため、三番茶萌芽期～1葉期に重点的に防除します。

ｶﾝｻﾞﾜﾊﾀﾞﾆ やや少 カンザワハダニ、チャノキイロアザミウマは、多発してからでは防除が
ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ 並 困難になるので早期発見・防除に努めます。

茶 ﾁｬﾊﾏｷ やや多 チャノコカクモンハマキとチャハマキの防除適期は、初蛾最盛期の7～
ﾁｬﾉﾎｿｶﾞ 並 10日後で、発蛾最盛期の差が10日以内であれば同時防除が可能です。
ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ やや少 クワシロカイガラムシの防除適期は、幼虫ふ化最盛期です。時期を逸す
ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ やや少 ると防除効果が低くなりますので、ふ化状況を確認してから薬剤散布を行
ｸﾜｼﾛｶｲｶﾞﾗﾑｼ 少 います。

１）｢発生量｣は、過去10年間の発生量と比べ、今後の発生量がどの程度になるかを予測したもので
す。
２）※※は注意報を発表していますので、詳しくはホームページをご覧ください。
３）病害虫防除・肥料検査センターのホームページは、http://www.jppn.ne.jp/miyazakiです。
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